
The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

ト ウ モ ロ コ シ の 節数変異 と下 位節 の

地 上高 澄 よ び発根節位 との 関 係に つ い て

小 　林 　喜 　舅 （名 古 屋 大 学 農 学 部 ）

　 ト ウ モ ロ コ シ は他家授精作物で ある た め 品種の 純度は
一
般 に 低 い が

， 実用 的 に 他 の 個体群 と明瞭な

差 を 示す個体群 が ，

一
応品種 と して 取 扱 か わ れ て い る。そ の 為個体間の 変異 は 大 きく， 植物体 の 伸長

量 を左 右す る と考 え られ る茎 の 節数 に つ い て も相当大 きな 変異 を示 し ， そ の 中心値は 播種期に よ っ て

も変 動す る。こ の 節数 の 変 異 は 品 種 の 早晩 ，即 ち，開花期 と密接な 閧係 が あ る た め ， 品種 の 選択 の 場

合に 考慮が は らわれ て い たが ， 本報 で は任意の 品種 ， 任意 の 播種期 に於 い て ， 節数 の 多 い 個 体数 を増

加 させ る こ とに よ り ， 生産 性 の 増大 が期待出来 る と考 え られ た の で 報告す る 。

実　 験　 及　 結　 果

第 1実 験 ：　 昭和 43 年 5 月 1 日 に 東郷農場 の 圃場 に 播種 した ホ ワ イ ト ・デ ン ト ・コ
ー

ン を乳熟期 に

収穫 し ， 個体毎に節数 ， 臻1〕吊1長 ， 乾物重 を 調査 した 。 その 結果 の 1 部 は 既 に 報告 し ，
18

，
19

，

20
，

21 飾 の もの の 平均 値の 比較で ， 節数 の 多 い 個体群は 桿 長 が長 い こ と， 第 5 節 間は節数 の 多 い

個体群が短 か く， 節数が少 くな るに つ れ て長 くな る事 を指摘 し， 節数の 少い集団程第 n 節迄の 節間

長の 合計値が 多い 傾向の あ る こ とを指摘 し た ／．t　
1 ）

少 9M’で あ っ た為 t 前回 で は 集 計 に 加 えなか っ た

17 節 の もの 12 個体 ， 22 節の もの 8 個体 を 合 せ ， 節 数変異 と ， 下位節間 の 長 さ ， ト位節の 高 さ ，

稈長 お よ ひ 地 上 部 乾 物重 との 相関係数 を 求 め た 。

第 2 実験 ：　 第 1 実 験 の 再現 性 を 確 か め るた め ，昭和 44 年 5 月 1 日に 長野 1 号 を 東郷農 場 の 圃場 に

播種 し， 乳熟期に 達 した 8 月 9 日に収穫 して 調査 し ， そ の結果は 第 1 実験 と同様に と りまとめた 。 第

1 実験わ よび第 2 実験で 得 られた 結巣は 第 1 表 の 通 りで あ る 。

　 こ れ に よ れ ば茎 の
’
卜端 か ら第 4 節迄 の 長 さ は 茎 の 節数 の 多少 との 間 に 相 関 々 係 は 認 め られ なか っ た

が ， 第 5 節 間 ， 第 6 節 間 ， 第 7 節 問 な ど ， 下位 の 各節 間 と茎 の 節数 の 多少 との 間 に は 相関 々 係 が 認 め

られ，茎 の 節数 が増せ ば下位節 間の 伸長 量が少な くな る傾向 力環 られ た。茎 の 下端か ら各節部 迄の長

さ ， 特に 常に 地上に 見 られ る第 6 節お よ び第 7 節迄の 長 さと茎の 節数の 多少 との 聞に は確か な相関々

係が 認め られ ， 茎 の 節数が増せ ば下 位節の 地表面か らの 高 さが低 くな る こ とが 明 らか とな っ た 。

　 こ の 様 に 節数 の 多 い 個体群は 下位 の 節 間長 が短 か く，下位 節 の 地 上高 は 低 くな る の で ， 各節部 か ら

発根 し た 根 は 地中 に 入 りやす く，吸収 根に な りやす い こ とが考 え られ る n また培土 に よ っ て下位節が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日作東海支部研 究梗概 63 （1972 ）
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更 に 地表 に 近 づ き，或 は 地中に 入 る こ と も考え られ る 。こ の 間 の 事情 を明 らか に す る た め に第 3 実験

を行な っ た 。

第 1表　　節数変異 と下位節間の 長 さ， 下位節の 高 さ ， 稈長お よ び地上 部乾 物重 と の 相関係数

基 部 か ら

第 　　 5 　

第 　 　 6　

第 　 　 7 　

基 部 か ら 第 5 節 迄

基 部 か ら 第 6 節 迄

基 部 か ら 第 7 節 迄

稈 　 　 　 　 　 　 　　 長

地 　上 　部　乾 　物 重

r

r

r

r

r

− 0、38

− 0．39

； 　 − 0．41

＝ 　 − 0．59

＝ 　 − 0．56

＝ 　 十 〇，51

＝　 十 〇．49

1969 年 5 月 1 日播
イ エ ロ ーデ ン ト コ

ー
ン

調査 個体数 　 　 190

r

r

r

r

r

r

r

r

r

；　 − 0．23

＝　 − 0．43

＝　 − 0，47

； 　 − 0．51

＝　 − 0．47

ニ　
ー0．51

；　 − 0．51

＝ 　 十 〇，55

ニ 　 十 〇．44

第 2表 　　茎の 節数変異 と吸収根の最高発根節位の 関係

最 高　 発 根　 節 位
茎　 の 　節　 数 個　 体　　数

第　8 節 第 7 節 第　6 節 第 5 節

18 6 ％ ％ 66 ，7 ％ 33 ．3 ％

19 lg 　　 l
　 　　 i

5．3 1　 0、5 6　8．4 15 ．8

20 44 　　　　 ； 9．1 3　4，1 4　7，7 9．1

21 7　4 13 ．5 3　2．4 4　6．0 8．1

2　2 40 17 ．5 6　0．0 2　2．5

23 8 5　0．0 …　 l　 　 I

1971 年 5 月 20 員播種

イ エ ロ ーデ ン ト コ ーン 長野 1号供試

茎 の 節数 変異 と稈 長 との 相関係数 は　 r ＝ 0．50
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第 3 実験 ：　 昭 和 46 年 5 月 20 日 ， 長 野 1 号 を 東郷農 場 の 圃場 に播種 し ，
9 月 2 日 の 成熟期 に 発根

状態 を 調 査 した 。 茎 の 節数 を異 に した個体群 に っ い て ， 最高 発根節位 が第 n 節に 属 す る個体数の 比

率で ， 茎の節数変異 と吸収根の 最高発根節位 の 関係に つ い て と りまとめ ， 第 2 表に示 した 。

　 こ れ に よれ ば ， 節数 の少い 個体群 は最高 発根節位の低 い もの が多 く， 節数の 多い 個体群に な るに従

っ て 最 高 発 根節 位 が 高 く な る傾向 を 示 し た 。

考 察

恩 田 （1942 ）
4 ）

は生態的特性を 異にす る各型 の 品種 を含む本邦主要 38 品種を栽培 し， 各40

個体 に つ い て ．種 々 の 形 質 に っ き変異係数 を求 め た 。そ れ らの 平 均 値 に よ っ て 比較 す る と ， 雄穂 抽 出

期 ， 雄穂 開花期お よ び絹糸抽 出期等 の 開花特性 に つ い て は変異係数 は小 き く，
3 ％以内 で あ り， 主稈

藥数 は 5．4 ± 1．35 ％ で 比較的小 さい が ， 稈長 に つ い て は 10 ．4 ± 3．75 ％ とや や大 きくな り，
1 株

粒重 は 23 ．5 ± 5．　18 ％ と大 きな変異を示した事を報告して い る 。 従 っ て節数 の 変異が収量や稈長の

間 に 高 い 相関 を示 さ な い の は 生育期間中 の 環 境が大 き く影響 す る もの と考 え られ る 。氏 （1942 ）
4 ）

は ま た ，開花期 と 主稈葉数 との 間 ic は 品種 間 に 高 い 相 関 々 係 （ r ＝ 0．936 ± 0．020 ） の あ る こ と を

報 じ，播 種期 に 関す る 試験 か ら，短 日は開花期 を促進 す るが ，主稈葉数 の 減少 を伴い ， 長 日 は 開花期

を遅 延する とともに ， 主稈葉数の 増加を 示 し ， 高温 は 主稈葉数 の 減少 を示 さな い が顕著に開花期を促

進す る こ と を指摘す ると ともに ，短 日や長 日 に よ る開花期の促進率 お よ び遅 延率は 早生 で は 少な く，

晩生 で 大 で あ り，主稈葉 数 の 減少率お よ び増加率は ほ ぼ こ れ と同
一傾向 に あ る事 を確 か め た 。 浦野 ら

6）

は枯梗 ケ 原分場 に於 い て， 1953 　’一　1959 の 間，内外よ り集 めた 48 品種 を用 い
， 高温 ， 自然 温 ，

長 日お よ び 短 日操作 を行 な い ， 全 く同様 の 結論 を 得 て い る 。

7 ）8 ）
之等 の 研 究は 好適 な生 育期 間 を

充 分 に と っ て 生 産 の 向上 を は か る 面 か ら ， 或 る 場 所 に お け る 品種 選 定 や 播種期 の 適 否判断 の 為 ， ま た

同 一 鈷種 に つ い て は 播種期 を 勘案 して
， 生 産能率 を 高 め る方向を め ざ して 行な わ れ た もの と理 解 され

る
。 最 近 ， 窪 田 ・清 水 （1971 ）

3 ）
は播種期 を異 に した ト ウ モ ロ コ シ に 長 日処理 を行 ない い ず

れ の 場 合 も葉数 ， 韋 丈 t 稈長 ， 生 体 重な どの 増加 がある事 を報 じ， 長 日処理 をすれ ば ， 経済的に 有効

な播種期 の 幅 が拡大 され ると して い る 。

一
方 ，

ト ウ モ ロ コ シ の 発根性状 に つ い て ， 古 くは藤 井の 発根

の 規 則性 に 関 す る報 告 が あ るが ， 小 林
・
水 谷 （ 1969 ）

2 ）
は 発 根 が 下位 の 節部 よ り順次 上位 の節

に お よ ぶ 規則 性 に っ い て 藤井 の 結果 を確 認 す る とともに ，或 る節間 の 伸長 が ほ ぼ終了す る 頃 ， その 節

間の 茎 部か ら発根伸長を始 め ， 第 1O 葉 出葉 期 に は 笙 4 節間の 下部 ， 即 ち，第 3 節部 か らの 発根 伸長

がみ られ ， 12葉蟹 には第
．
4節 部 ，　 14 葉期｝qま第5節部 ，16 葉期 には第 6節 部 と．順次発根するこ とを指適

した 。そ し て 環境条件がよけれ ば旺盛 に 伸長 し て地中に入り， 吸収根 に な る事 を報告 した 。 佐藤 ら

（1968 ）
5 ）

は比較的高位 の 節部 よ り出現す る根の 貢献度に つ い て ， 地 上部 の 節部か ら発根伸長
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して 地中に 入 る 気 根 を剪除 した場 合 に は ，気根 か らの 吸肥 が 断絶 され るた め に
， 地 上部乾物 中 の N ，

P205
、
　 K　20 の 含有量 は 無剪除 区 の そ れ ぞ れ 74 ％ ，

68 ％ ， 89 ％ と少な くな っ て お り， こ の

こ とか らも気根は 支柱の み な らず ， 吸肥 として の 機能 を 果 し て い る こ とが推 察 で き る と し て い る 。

　本 報告 に 於 い て は ， 任意 の 品 種 ，任意 の 播種期に 於 い て ， 節数 の 多 い 個体群 を 作 る こ とに よ り ， 若

「
二生育 期間 は長 くは な る が ，下位節間が 短縮 して

， 下 位節の 地上 高が 低 くな る傾向 を重視 し， 最 高発

根節位 が 高 ま る こ と か ら，
ト ウ モ ロ コ シ は 順 次 発達 す る若 い 根群 に ささえ られ て ， 増収が期待 出来 る

もの との 考 え を 基 礎 と し て ， 新 し い栽培技 術の 開 発 を 提 唱 し た い 。長 日処 珥」に よ り顕 著 に 節数 の 増加

す る事は 古 くか ら知 られ て い た が
，

ト ウ モ ロ コ シ の 花 成 に つ い て は 未 だ充分 に 明 らか に さ れ て い な い

こ と も併せ 考 え て ， 花成 の 制御 と節数決定後 の 肥培管理 に つ い て 上 記 目的 が達せ られ る よ う， 広 い 範

囲 に わ た っ て 作物学的 に 今後の 研究 を進 め るっ もりで あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　 要

1．圃 場 に 栽培 した ホ ワ イ ト ・デ ン ト ・コ
ー ン お よ び イ s ロ ー’デ ン ト ・コ

ー
ン に つ い て節 数 の 多 い

個体都 は 下位節 閲 の 伸長 竣：が 少 な く， 従 っ て ， 第 6 節 ，第 7節等 下位節の 地上 高 が 低 い傾向の あ る

事 が確 か め られ た 。

2　同
一品種，同 一播橦期 で 節数 の 多 い 値体群 は節数 の 少 な い 個体群に 比 し ， 第 7 節部或 は第 8 節部

等比較的 高 い 節 位 か らも発根 伸長 し て 吸収 根に まで 発達 し て い る 個体 の 害1」合 が 多 い C とが 示 さ れ た 。

3． 之等の こ とか ら， 任恵 の 品種 ， 任意 の 播種 期 に於 い て ， 節数 の 多 い 個体群 を多 く 作 り出す こ と に

　よ b ， 植物 体 は 生 育 の 後欺 ま で ， 順次 発 達 す る若 い 根 群 に 支え られ て 増収が 期待 出米 る もの との 考

　え方 を 基礎 と し た 新 し い 栽培技 術 の 伽発 が提 唱 され た 。
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